
例会予定  

4/6 （月）第 2849 回例会 春の花見例会 

4/13（月）第 2850 回例会 入会式／誕生日、結婚記念日祝い 

／クラブ・リーダーシップ・ラーニングセミナー報告 

4/20（月）第 2851 回例会 会員卓話 

4/27（月）特別休会  

地区の予定 

4/11（土）クラブ・リーダーシップ・ラーニングセミナー 

         (不二羽島文化センター) 

4/26（日）青少年交換学生オリエンテーション及び修了証書授与式 

 (ホテルグランヴェール岐山) 

家庭集会の予定   
4/23（木） 当番リーダー：志浦 出席者：川口 山本 三木 

その他 
4 月度理事会  4/13（月）11 時 00～ 

4月のお祝い  
会員誕生日: 遠山 城山 森本  

パートナー誕生日： 大崎京美  

結婚記念日： 川口 瓦井  

 

【会長の時間】小川会長 

本日は名張中央RCさんとの第3回目の合同例会です。

ご出席の皆さん、改めましてこんにちは。今月は“水と

衛生月間”です。名張は川のまち、水のまち、そして地

酒のまちです。川が合流するまちなのです。私が初めて名張に来た頃、新町橋か

ら眺める風景が好きで上流側と下流側の風景のコントラストが印象的で、今もそ

れは変わりません。蛇行する名張川の流れと背景の山々の姿そして川に掛かる橋

が絶妙なんです。そして鉄橋を渡る近鉄電車が抜群です。正に絵になる風景なん

です。ということで、今日は名張クラブの幸松会員にお世話になり、ゲストスピ

－カ－に名張市水道部から職員の方々お二人をお招きしております。後ほど宜し

くお願い致します。 

第 2849 回例会 

4 月 6 日(月)12:30 点鐘 

 

 

【総合司会】宮尾 保範 副会長 

【ソング】 

君が代 四つのテスト 

【行事】花見例会  

例会場：勝手神社（黒田） 

【次回のお知らせ】 

4/13（月）第 2850 回 入会式

／誕生日、結婚記念日祝い      

／クラブ・リーダーシップ・ラ

ーニングセミナー報告 

 

本日のプログラム 

第 2848 回例会 

3 月 23 日(月)12:30 点鐘 

〇ゲスト  

名張市上下水道部 浄水室 室長 

奥家 理史 様      

同主任 胡内 春輝 様 

青少年交換夏期派遣学生 高尾 

愛生 様（名張高等学校） 

〇出席報告 

 会員数 41 名  

欠席人数 9 名 

 出席人数 32 名 

 出席免除者 1 名 

 事前メーキャップ 1 名 

 出席率  82.50% 

〇3/9（月）の出席率は       

メークアップの為 89.74％ 

を 92.31％ に訂正致します。 

 

前例会の記録 



先週 20 日が二十四節気の「春分」でした。朝晩の寒さも和らいで春本

番を迎えました。七十二侯も春ならではの「桜始めて開く」です。全国各

地から桜前線の便りが届いて気分まで華やぎます。桜は我々日本人にとっ

てやはり特別な存在であり、夫々に思い入れが有るようですね。毎年なが

ら桜の季節を迎えると日本に生まれて良かったと改めて思い返すのは私

だけではないと思います。 

さて、2006 年（平成 18 年）に産経新聞社より『水の街道』（関西編）と

題した写真集が発刊されました。『水街道』は産経新聞の夕刊に平成 15 年

1 月から平成 17 年 12 月まで丸 3 年間 35 回にわたり連載されました。そ

のきっかけは、その年に京都などで開催された「世界水フォ－ラム」です。

紙面にはさまざまな川の風景が取り上げられて多くの人に見ずについて

考えてもらいたいという産経新聞大阪本社写真報道局のそんな小見が込

められていたようです。その写真集に夏の「赤目四十八滝」と秋の「名張

川」が取り上げられています。「赤目四十八滝」は“動と静”原始林のリズ

ム、「名張川」は“大水もいなす”大屋戸の「沈み橋」と題しての掲載で

す。とりわけ秋の夕刻の大屋戸の「沈み橋」が素晴らしく、」もしかすると犬の散歩をする梅澤君かもしれない青年

が写っていて印象的です。会長の時間でした。 

 

【幹事報告】 ◎お知らせ ・4/13（月）に年会費第 5期分を徴収します。皆様へは後日 FAX いたします。 

◎他クラブ例会の変更  上野東 RC より 4/9 （木）移動例会 山渓寺「観桜例会」 

4/23（木）移動例会 ポンテベッキオキタハマ「創立 45 周年記念例会と親睦旅行」  

4/30（木）法定休会 ※ビジター受付は 4/9.23 12:00-12:30 ヒルホテルサンピア伊賀フロント横事務局にて 

名張中央ロータリークラブより 4/15（水）メナード青山リゾート「花見例会」 ※ビジター受付は 12:00～12:30 

事務局にて ※事務局にてご確認ください   

  

■交換留学生スピーチ 高尾さん 

みなさんこんにちは。今日はフィンランドに行ったときのために自己紹介のスピーチをも

ってきました。英語で発表します！ 

『こんにちは、私はたかおめいといいます。今日は私の短所と長所について紹介します 

私の短所は人見知りをしてしまうということです 人に話しかけるのが苦手です 二つ目

は好き嫌いが多いということです とくにお肉や魚介類が苦手です そして私の長所は向

上心があるところです これまでに何か困難なことがあってもどうすれば解決できるか計

画を立て、地道に努力してくることができました 二つ目の長所は行動力があるところです 私は新しい人と交流

したり新しい考え方を学ぶのが好きで、自分からたくさんの経験をするように行動してきました 

このことを活かして留学では多くのことを学んで成長したいです そのために積極的にコミュニケーションをとる

努力をします まだだめなところは多いですが精一杯頑張ります』 

 

■卓話『PFAS 問題を踏まえた名張市水道水の安全対策について』 名張市上下水道部 奥家様、胡内様 

本日は、名張市の水道水の安全対策について、PFAS 問題も踏まえながらご説明させていただきます。まず、名張

市の水源についてです。名張市の水道水は、青蓮寺ダム・比奈知ダム・室生ダムを水源とする名張川の表流水を利用

しています。大屋戸・富貴ケ丘・長瀬・赤目の 4 つの浄水場系統で市内に水を届けています。名張川は「河川 A 類

型」に指定されており、国土交通省の調査でも全測定地点で BOD（生化学的酸素要求量）が基準値の半分以下を維持



しており、近畿地方でも有数のきれいな河川です。この良好な水質を支えているのが、上流域の豊かな自然環境と

ダム管理、そして名張市の汚水処理人口普及率が令和 6年度末時点で 99.4%と三重県内最高水準であることです。 

次に、水質管理についてです。名張市では毎年度、水質検査計画を策定し、市内 37 か所・52 項目（令和 8年 4月

から PFOA・PFOS を追加）の水質検査を実施し、結果を公表しています。特筆すべきは検査精度で、全国 423 機関が

参加する環境省の統一試料調査において、名張市は 10年連続で第 1群（最良評価）を維持しています。三重県内で

この評価を達成しているのは名張市と四日市市だけであり、東京都・大阪市・横浜市などの大都市と同等の水準で

す。 

浄水処理の流れについてもご説明します。桜ヶ丘取水所で 1 日約 18,000m³の川の水を取り入れ、凝集・沈殿・ろ

過・消毒という工程を経て安全な水道水として皆さまのご家庭にお届けしています。安全確保体制としては、pH 計・

濁度計・残留塩素計による 24時間 365 日の自動監視に加え、メダカの行動異常を監視する生物モニタリングも実施

しており、「メダカが守る・機械が守る・検査が守る」三重の安全管理体制を整えています。 

話題の PFAS についてです。令和 8年 4月から、PFOS・PFOA の合算で 50ng/L という水質基準が正式に適用されま

す。名張市においては、これまでの検査結果で基準値を超過した地点はなく、安全な水質を維持しています。 

最後に、今後の課題と対応方針です。気候変動による渇水・水質異常、

豪雨・地震等による施設被害、人口・職員減少による技術継承の困難化な

ど、複数の課題に直面しています。これらに対し、浄水処理の強化、水道

施設の耐震化、三重県広域推進プランに基づく広域連携、そして浄水場

監視制御システムのクラウド化による効率的な運用管理を進めてまいり

ます。名張市の水道水は安全です。これからも皆さまに安心してお使い

いただけるよう、全力で取り組んでまいります。 

 

【ニコニコ BOX】本日の合計金額 29,000 円 

〇本日、名張中央ロータリークラブさんとの第 3 回目の合同例会開催の歓び 名張市水道部 奥家様、胡内様、よ

ろしくお願い致します。 小川会長 

〇名張中央ロータリークラブさんとの合同例会を祝して 坂本幹事 三枝君 中森君 浅津君 城山君 川口君 

勝木君 幸松君 奥中君 奥田君 廣瀬君 森本君 志浦君 三木君 山本君 杉本君 丹下君 隠地君 脇坂君 

玉田君 遠山君 大薮君 小川君 梅澤君 岩見君 富永君 湯野君 

 

★家庭集会の報告 

3/23（月）リーダー：三木・山本 参加者：幸松、脇坂、勝木、富永、廣瀬、遠山、梅澤  

話題：「フィンランドからの留学生について」「ロータリーに入って感じた事」 

 

■会員コラム 『故郷』 （宮尾君） 

 私は、名張に来てから 45 年が過ぎ去りましたが生まれは、愛媛県松山市で 30 歳迄育ちました。松山は道後温泉

と松山城、伊予がすり、正岡子規や多くの俳人と、『坂の上の雲』の主人公、日露戦争で活躍した秋山好古（よしふ

る）、秋山真之（さねゆき）兄弟等が知られています。兄弟の生家が松山城のすぐ下（大街道駅から 3分）にありま

す。兄の好古は「日本の騎兵の父」と呼ばれ、コサック騎兵を破り陸戦で貢献し、弟の真之は連合艦隊作戦参謀とし

て日本海海戦で T 字戦法を用い、バルチック艦隊を壊滅させるなど海戦の勝利に尽力した人物です。又、秋には私

の大好きな神輿の鉢合わせ『松山秋まつり』10 月 5～7 日があり大阪や名張に居るときも年に一度必ず帰省していま

す。松山市内ほとんどの地区で子供神輿と大人神輿が出て賑わっています。伊予路の秋は松山から北条、西条、新居

浜、豊浜、観音寺と遡り祭り一色です。 

 


